
６．e ラーニングでの履修方法 
 

１） e ラーニングシステム（WebCT）へのアクセス方法 
 

①熊本大学ポータルのＵＲＬ（http://uportal.kumamoto-u.ac.jp/）にアクセスし、熊本大学 IDを確認し、

統合認証システムへログイン。学生番号と初期パスワードは、学生証の裏面にシールを貼付しています。 

（シールの上段が学生番号、下段が初期パスワードとなります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「熊本大学 ID 確認ページ」で、学生番号とパスワードを入力して「submit」ボタンをクリックしてくだ

さい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
③表示されるユーザーID 選択ウィンドウで、学生番号が正しいかを確認後、「ログイン」をクリックします。 

 

 

ユーザー名：学生番号 

パスワード 

クリック 



                 
④ログイン後、「全学 LMS（e ラーニングシステム）WebCT」をクリックします。 

 

 
 

 

 
⑤ My blackboard には SOSEKI で登録した授業科目名の一覧が載っています。授業科目名をクリックすると、

Web CT 上の当該授業科目のトップページ（科目内の講義リスト）が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリック 

授業科目名をクリック 



 
⑥ 各講義ページに入り、講義ビデオと配布資料を利用して学習します。その後、理解度テストを受け、合格点

に達するとその講義の受講が完了したことになります。受験後、理解不十分な箇所を確認し、再学習し、２

回まで e ラーニング履修しテストを受けることができます。 

 

 

 

 

 

 
 
※注意 セミナー科目については、履修方法が異なります。詳細は、「D1 医学・生命科学セミナー」および「D2 名医 

に学ぶセミナー」の e ラーニングコンテンツ内に明記していますので、その手順に従ってください。 

講義ビデオ（日英どちらでも可） 

理解度テスト（日英どちらでも可） 

講義資料 

クリック 



 

２）e ラーニングシステム（Moodle）へのアクセス方法 
熊本大学ポータルサイトにログイン後、「全学 LMS（e ラーニングシステム）Moodle」をクリックします。 

 
 
①  Home には SOSEKI で登録された授業のコースが表示されます。該当する年度の medic をクリックすると

Moodle 上の当該授業科目のトップページ（科目内の講義リスト）が表示されます。 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例：medic2013 をクリック 

クリック 



② 各講義ページに入り、講義ビデオと配布資料を利用して学習します。その後、理解度テストを受け、合格点

に達するとその講義の受講が完了したことになります。受験後、理解不十分な箇所を確認し、再学習し、２

回まで e ラーニング履修しテストを受けることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

講義ビデオ（日英どちらでも可） 

理解度テスト 

講義資料 



３）e ラーニングの分類に関する説明 
 
e ラーニングによる講義については、eE-0, eE-L, eJ-0, eJ-L, eEJ-0 および eEJ-L の６種類が、ありますので 

注意してください。 
なお、このマーク表記は、各科目の講義日程のページに記載しています。 
e ラーニングコンテンツが完成次第、順次マーク表記を記載しますので、医学教育部ＨＰ 

（http://www.medphas.kumamoto-u.ac.jp/medgrad/keijiban/newpage1.htm）で最新の講義日程を確認してください。 

 
① e ラーニングコンテンツに利用されている言語による分類 

eE：英語で作成された eラーニングコンテンツ 

eJ：日本語で作成された eラーニングコンテンツ 

eEJ：英語と日本語を混ぜて作成された e ラーニングコンテンツ 

 

② e ラーニングコンテンツの講義への利用法による分類 

-0：対面講義を実施することなく、eラーニングでのみ開講する講義 

-L：対面講義が主体で、講義を受講できない学生に対して、補講として eラーニングの受講を認める講義 

 

③ 日本語の e ラーニングコンテンツしか利用可能でない、eJ-0 および eJ-L の講義については、履修生に日本語を

理解できない留学生がいる場合には、英語（＋日本語）による対面講義が 

実施されます。この対面講義は収録されて、将来 eE あるいは eEJ として利用されることがあります。 

 

④ e ラーニング分類の例示 

eJ-L とは、対面講義を受講することを原則とするが、受講できない場合は、日本語で作成された eラーニング 

コンテンツを補講として受講できる講義を意味します。なお、履修生に日本語を理解できない留学生がいる場合 

には、対面講義は英語（＋日本語）で実施されます。 


